DR-DPM60 エア クロ ー ン 操作 説明 書 


フロ ント パネ ル 上 に 「DCR-PR0」 と 印字 が ある DR-DPM60 は 、 マ スタ ー 機 の セッ トモ ー ド 


設定 を 任意 の 台数 の 子 機 に 一 度 で 無線 クロ ー ン で きる 「 エ アク ロー ン 」 機能 を 搭載 し て いま 
す 。 多 数 の 無線 機 を 同じ 設定 に し て 使う こと が 多い 業務 ユー ザー に は 大 変 便利 な 機能 で す 。 
【 ご 注意 】 


ファ ー ム ウエ ア の バー ジョ ン に よっ て は 下記 の 操作 が で き な い 場合 が あり ます 。「 機 能 」 と 
「CH」 の 2 つの キー を 同時 に 押し た まま 電源 を 入れ 、 機種 名 表示 の 後に 指 を 離し て エア クロ 
ー ン モー ド に な ら な い 場 合 は 弊社 サー ビス セン ター に ご 相談 くだ さい 。 


【 重 要 】 

・ エ アク ロー ン で きる の は 対応 する DR-DPM60 間 だ け で す 。 携帯 型 の DJ-DPS70 も エア ク 
ロー ン 機 能 を 搭載 し ます が 、 機 能 や 設定 項目 に 違い が ある の で クロ ー ン は で きま せん 。 
・15CH は 音声 通信 の 呼び 出し 専用 チャ ン ネ ル で す 。 エ アク ロー ン に は 絶対 に 使わ な いで く 
だ さい 。 

・ 総務 省 は エア クロ ー ン の よう な デー タ 通 信 に は 26 か ら 30CH の 使用 を 推奨 し て いま す 。 
・ エ アク ロー ン 時 の デー タ 送 信 出 力 は 1 W で す 。 電 波 が 届く 範囲 に ある DR-DPM60 な ら 何 
台 で も 同時 に クロ ー ン で きま す が 、 電 波 が 弱い と エラ ー に な り ま す 。 


【 ア ン テ ナ に つい て 】 
屋外 設置 の アン テ ナ で は な く 、 で きれ ば 車載 用 の マグ ネッ トマ ウン ト タ イ プ の よう な も の 
を 送信 側 に つない で 同じ 室内 で 操作 し て くだ さい 。 至 近 距 離 で あれ ば 子 機 に は 受信 用 アン 
テ ナ を 接続 する 必要 が 無く な り 、 書き 込み 不良 に な る リス ク も 少な く な り ま す 。 子 機 が 受信 
不良 の と き は アン テ ナ コ ネクター の セン ター 穴 に 、 ア ン テ ナ 代わ り に 適当 な 長 さ の ビニ ー 
ル ジ ャ ン パ ー 線 を 差し 込ん で お 試し くだ さい 。 


【 操 作 方 法 】 

・ あ ら か じ め 取 扱 説明 書 を 参照 し て 、 マ スタ ー 機 に する 1 台 に 必要 な 設定 を 全て 行い ます 。 
も ちろ ん 手動 で 設定 で きま す が 、 無償 の 編集 用 ソフ ト 「DCR 2G Clone utility」 と 別売 の PC 
接続 用 ケー ブル ERMW-7(4, 500 円 税別 ) を 使う と DR-DPM60 の すべ て の 設定 を パソ コン 上 で 
行え る うえ 、 設 定 デ ー タ の 保存 ・ 管 理 ・ 書 き 込 み が 自 由 に で きま す 。 
編集 ソフ ト の ダウ ン ロ ー ド は こち ら を ご 覧 くだ さい 。( 電 子 事業 部 HP> ダ ウン ロー ド ) 
https ://www. alinco. co. jp/product/electron/soft/softdI04/index. html 

・ 使 用 する マス ター 機 と 子 機 が 正常 に 動作 する 状態 に し ます 。 電 源 は 1 台 当たり 1A の 消 
費 電流 を 目安 に お 選び くだ さい 。( 例 : 合計 5 台 を 一 度 に クロ ー ン する と き は 5A 以上 の 電 


源 が 必要 で す 。) 

・ マ スタ ー 機 も 子 機 も 全て 、「 機 能 」「CH」 の 2 つの キー を 同時 に 押し た まま 電源 を 入れ 、 機 
種 名 表示 の 後に 指 を 離し て エア クロ ー ン モー ド に し ます 。 デ ィ ス プレ イ に 説明 が 表示 され 、 
自動 的 に 「CH30」 が 選択 され ます 。 も し 30CH が 使用 中 で あれ ば 「CH」 キ ー を 押し た 後 、 ダ 
イヤ ル を 回 し て 空い て いる チャ ン ネ ル に 合わ せ 、 再度 「CH」 キ ー を 押し て 確定 し ます 。 マス 
ター 機 と 子 機 、 全 て を 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せま す 。 


・ マ スタ ー 機 の 「CH」 キ ー を 長押 し し ます 。 子 機 側 の 操作 は あり ませ ん 。 エア クロ ー ン が 始 
まる と マス ター 機 と 子 機 両 方 に 進捗 状態 が 表示 され ます 。 完了 し た ら 送 信 側 に は 「 デ ー タ 送 
信 完 了 」、 受信 側 に は 「 デ ー タ 受信 完了 」 と 表示 され ます 。 連続 し て クロ ー ン する 場合 は 「 デ 
ー タ 送信 完了 」 の 画面 で マス ター 機 の 「CH」 キ ー を 長押 し し ます 。 改め て 始め か ら 操 作 す る 
必要 は あり ませ ん 。 

・ ク ロー ン で きた 子 機 は 電源 を 入れ な お し て 、 正 し く ク ロー ン さ れ て いる か が 確かめ ます 。 

・ 作業 が 終わ っ た ら 「 電 源 」 キ ー を 使っ て 全て の 無線 機 の 電源 を 切り ます 。 


【 エ ラー に つい て 】 

・ マ スタ ー 機 の 送信 中 に 再度 「CH」 キ ー を 長押 し する と 、 ク ロー ン を 中 止 で きま す 。 

・ ク ロー ン が 中 断 さ れ た り 失 敗 し た り し た 子 機 は 「 デ ー タ 受信 失敗 」 と 表示 され ます 。 改め 
て マス ター 機 の 「CH」 キー を 長押 し し て 送信 する と 、 最初 か ら ク ロー ン を 再開 し ます 。「CH」 
キー を 押す タイ ミン グ に よっ て は 子 機 が 反応 し な か っ た り 、 ビ ー ブ プ 音 が 鳴っ た りす る こと 
が あり ます が 異常 で は あり ませ ん 。 少 し 間 を お いて 再度 操作 し て くだ さい 。 

・ 失 敗 し た 状態 で 子 機 の 電源 を 切り 、 再度 電源 を 入れ る と 「 受 信和 失敗 し た か ら も う 一 回 最初 
か ら 送 り 直し て くだ さい 」 と 表示 され ます 。 マ スタ ー 機 の 「CH」 キー を 長押 し する と 最初 か 
ら ク ロー ン を 再開 し ます 。 

・ エ ラー 状態 の 子 機 で も 、 電 源 を 切っ て 「 機 能 」 と 「 戻 る 」 キー を 同時 に 押し な が ら 電 源 を 
入れ て 「 機 能 」 キー を 押す リセ ッ ト を すれ ば 初期 状態 で 起動 し ます 。 ク ロー ン エ ラー が 無線 
機 の 故障 の 原因 に な る こと は あり ませ ん 。 


ご 不明 な 点 は 弊社 HP の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム で 承り ます 。 
(電子 事業 部 お 問い 合わ せ アル イン コ 、 で 検索 ) 


以上 
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